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1. 警 報 フ ェ ロ モ ン (Z,Zト6,9-heptadecadieneと と もに, 特 異 な炭 化 水 素 (Z,Z,Z)-4,8,
1トheptadecatrieneと (Z,Z)-4,8-heptadecadieneを分泌する無気門亜 目ケナガッツハナチピコナダニ
(Tortomiasp.)から,それらの生合成前駆体と考えられる脂肪酸として,ピノレイン酸 (Z,Z,Z)-5,9,
12-0ctadecatrienoicacid及び新規脂肪酸 (Z,Z,)-5,9-0ctadecadienoicacidを単離 ･同定した｡
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2.無気門亜目ゴミコナダニ属の未同定種 Calogb少huSSp.の後胴体部腺分泌物中に,未同定の高沸点成
分として単純ワックスの混合物を認めた｡それらを精製し,機器分析と不斉合成により,C16-C20脂肪
酸と (S)-2-methylpentanol,(S,S)-2,4-dimethylhexanol及び2,4-dimethvlheptanol(絶対配置未確定)
で構成される新規エステルの混合物であると同定した｡
3.沖縄産の無気門亜目ネダニ属の新種 Rhizog13やhwsp.に新規なモノテルペンの存在を認め,単離し,
機器分析によりその平面構造を4-isopropeny1-3-oXo-トcyclohexene-トcarboxyaldehydeと構造決定し,
ロビンネダニで発見された新規モノテルペンrobinalとの関連で,isorobinalと命名した｡
4.中気門亜目コプモチハサミダニ Uroactinia(Uroactinia)hirschmanniから,2種類のナフトキノン
を単離し,機器分析でplumbaginおよび7-methyljugloneと同定した｡分泌腺の知られていないこのダ
ニで,呈色試薬により分泌腺の開口部を検出した｡
5.無気門亜目ダこの後胴体部腺と同様に,隠気門亜目ダニの一部には油腺と呼ばれる分泌腺がある｡ 抽
腺が顕著な斑紋に見え,"モンツキ"の名の冠されたモンツキダニ科の2種のダニを分析し,これらが無
気門亜目ダニと共通の成分を分泌する事実を明らかにした｡さらに隠気門亜目ダニ7団 (Cohort)58種
をGLC及びGC/MSで分析して,団ごとに油腺の有無と分泌物の特徴を整理し,原始的な団では分泌
腺を欠き,また存在しても分泌物がないこと,高等な団では含窒素化合物が主成分であり,中間的な団で
は無気門亜目ダニに普遍的な成分を分泌することを示した｡陰気門亜目の中間的な団から無気門亜目が幼
型成熟で進化したとの仮説があり,高等な団の若虫の分泌成分が成虫と異なり,無気門亜目と同様である
2種の例を見つけ,天然物化学的にその仮説を支持する結果を得ている｡
以上のように,本論文はダニ目3亜目の分泌腺成分を天然物化学的に検討したものであり,新規脂肪酸,
新規ワックス,新規モノテルペンも発見 ･命名し,ナフトキノンを見つけ,隠気門亜目の分泌成分の整理
を通じて,同亜目から無気門亜目ダニ-進化したとの提唱を化学的に支持し,化学生態学,農薬化学生物
学,並びにダニ学に寄与するところが大きい｡
よって,本論文は博士 (農学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,平成9年2月13日,論文並びにそれに関連した分野にわたり試問した結果,博士 (農学)の学位
を授与される学力が十分あるものと認めた｡
